
安全で安心なまちづくりをめざして

▲７月６日、千早赤阪村安全まちづくり大会（14ページに関連記事）
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～スポーツを通じて広げよう村民の輪～
グラウンドゴルフ大会

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
回
３
０
０
円

受
付　

随
時
（
先
着
順
）

※�

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除

く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

備
考　

村
外
の
人
で
も
受
講
で
き
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※�

く
す
の
き
ホ
ー
ル
窓
口
で
も
直
接

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
村
民
大
学

歴
史
講
座
の
お
知
ら
せ

■日時　10月12日（日）午前８時45分受付　９時開会　　　　　　　　　　
　　　　※予備日　10月13日（祝）　
■場所　千早赤阪村民運動場
■種目　グラウンドゴルフ　24ホール（午前　地区対抗・午後　一般個人）
■主催　千早赤阪村体育協会　
■後援　千早赤阪村・千早赤阪村教育委員会
■協力　千早赤阪村スポーツ推進委員協議会　
■参加
　◦午前の部（地区対抗）…�各地区5人�1組で2チームを上限とする。1チームは60歳以上、1チームは60歳未満の編

成とする。ただし、人数がそろわない場合はこの限りでない。
　◦午後の部（一般個人）…個人競技とする（午前の部に出場した選手は参加できません）。

■日時　ふれあい展　10月25日（土）・26日（日）　午前10時～午後４時30分
　　　　コンサート　10月26日（日）　正午～午後４時
■場所　くすのきホール
■主催　ふれあい展・コンサート実行委員会
■後援　千早赤阪村教育委員会
■参加　村在住・在勤の代表者からなるグループまたは個人とします。

下記施設に設置する申込用紙に必要事項を記入の上、提出してください。
◆申込用紙設置場所
　①役場　　　　　　　　　　②小吹台連絡所　　　　　　③保健センター　　　④くすのきホール図書室　
　⑤いきいきサロンくすのき　⑥いきいきサロンやまゆり　⑦B&G海洋センター
　⑧道の駅ちはやあかさか　　⑨郷土資料館　　　　　　　⑩教育委員会事務局
◆申 込 先　教育委員会事務局（くすのきホール）、B&G海洋センター、小吹台連絡所
　※ふれあい展・コンサートについては、教育委員会事務局に電話またはFAXでの申し込み可。
◆申込締切　ふれあい展・コンサート　８月29日（金）／スポーツフェスティバル　９月16日（火）
〈問い合わせ〉教育委員会事務局教育課�☎�1300　　�1400

スポーツフェスティバル・ふれあい展参加申込について

ふれあい展・コンサート
出展者・出演者　募集

第２
回千早赤

阪村民スポーツフェスティバルグラウンドゴルフ大会

※スティックなどの用具は、主催者でも用意しています。

回 講座日時 テーマ 講　　師

４ ９月10日（水）
午後２時～４時

信仰世界の考古学
―民間信仰における
石造物について―

阪南大学
准教授　和泉　大樹氏

５ 10月１日（水）
午後２時～４時

楠公史跡をめぐる
（戦前の楠公顕彰）

河内長野市教育委員会
尾谷　雅彦氏

６ 11月12日（水）
午後２時～４時 博物館へのすすめ 大阪大谷大学

名誉教授　中村　浩氏

７ 12月10日（水）
午後２時～４時

考古学と自然科学①
科学の力で年代を知る 村教育課職員
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広告
〈
広
告
掲
載
の
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課

村
職
員
募
集

　

村
で
は
、平
成
27
年
４
月
１
日
採

用
予
定
の
新
規
職
員
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。千
早
赤
阪
村

に
愛
着
を
持
ち
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ

ふ
れ
る
元
気
な
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

事
務
職
上
級　

２
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
不
問
）

試
験
日

第
一
次
試
験　

９
月
21
日（
日
）

受
付
期
間　

８
月
25
日（
月
）～
９
月

４
日（
木
）の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で
（
た
だ
し
、
土
曜
・
日

曜
日
は
除
き
ま
す
）

そ
の
他

•
�

試
験
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

採
用
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

•
�

採
用
試
験
案
内
は
、
８
月
４
日

（
月
）か
ら
人
事
財
政
課
で
配
布

し
ま
す
。
ま
た
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

•
�

郵
送
で
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
に

「
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請

求
」
を
赤
字
で
明
記
し
、
あ
て
先

を
記
入
し
92
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封

の
上
、
請
求
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

人
事
財
政
課

　

〒
５
８
５-

８
５
０
１

　

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
１
８
０
番
地

　

☎
�
０
０
８
１
（
内
線
２
１
１
）

村
職
員
募
集

私
た
ち
と
一
緒
に
魅
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
25
・
26
年
度
に
新
規
採
用
さ
れ
た
村
職
員
か
ら
仕
事
に
対
す
る

想
い
や
受
験
す
る
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
（
子
育
て
支
援
）
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
で
唯
一
過
疎
地
域
に
指
定

さ
れ
る
ほ
ど
村
は
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
児
童

福
祉
の
担
当
と
し
て
責
任
の
重
さ
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
村
の

発
展
に
大
き
く
関
わ
る
事
の
出
来
る

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

村
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
一

緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

　

村
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
施

設
管
理
や
、
村
で
初
め
て
の
取
り
組

み
と
な
る
中
学
生
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
派
遣
事
業
な
ど
の
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
責
任
の
あ
る
仕
事
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
司
、
先
輩
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
と
て
も
良
い
職
場
で
す
。

　

村
を
も
っ
と
よ
く
し
よ
う
！
と
い

う
人
、ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

　

庁
舎
管
理
、
車
両
管
理
な
ど
庶
務

全
般
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ん
が
気
持
ち
良
く
来
庁
し
て
い

た
だ
け
る
環
境
を
作
る
、
大
切
な
仕

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
課
の
仕
事
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
め
る
の

で
、
日
々
楽
し
ん
で
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
職
場
で
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
口
に
す
る
水
道

水
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

水
道
水
は
、
生
活
し
て
い
く
上
で
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
常
に
お
い
し

い
水
を
提
供
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

技
術
的
な
仕
事
も
多
く
、
水
と
常

に
向
き
合
え
る
課
で
あ
り
、
や
り
が

い
を
持
て
る
仕
事
で
す
。

　

一
緒
に
村
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

千
早
赤
阪
村
は
、「
金
剛
山
」
や

南
北
朝
時
代
の
武
将
「
楠
木
正
成
」

ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど
豊
か
な
自
然
と

歴
史
資
源
に
恵
ま
れ
た
村
で
す
。
一

方
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
や

地
方
分
権
の
進
展
な
ど
大
き
な
変
革

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
既
成
観
念
に

と
ら
わ
れ
ず
、
限
ら
れ
た
財
源
で
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
皆
さ

ん
、
私
た
ち
と
一
緒
に
『
ず
っ
と
住

み
続
け
た
い
、い
つ
か
は
住
み
た
い
』

と
思
え
る
魅
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

千
早
赤
阪
村
長　

松
本　

昌
親

村
長
か
ら
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

平成25年度採用
教育課

沢田　朝海

平成25年度採用
健康福祉課
石川　裕也

平成26年度採用
上下水道課
西野　祥史

平成26年度採用
総務課

山中　陽介

▲平成26年度新規採用職員研修（金剛登山）
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税

村
・
府
民
税
２
期
分
の
納
税
は

９
月
１
日
ま
で
に

　

税
金
は
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
１
期
分
、
固

定
資
産
税
１
・
２
期
分
お
よ
び
軽
自

動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
併

せ
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

個
人
事
業
税

納
期
限

〇
第
１
期
分　

９
月
１
日（
月
）

〇
第
２
期
分　

12
月
１
日（
月
）

　

８
月
上
旬
に
第
１
期
分
お
よ
び
第

２
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書

に
て
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
心
・
安
全

な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
�

大
阪
府
南
河
内
府
税
事
務
所
事
業

税
課　

☎
㉕
１
１
３
１

福
　
　
祉

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

現
在
、
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
に
は
、
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
な
い
と
、
手
当
の
支
給
が
遅

延
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
届
出
を
２
年
間
続
け
て
提

出
さ
れ
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
無

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人

　

８
月
１
日（
金
）～
29
日（
金
）の
間

に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人

　

８
月
11
日（
月
）～
９
月
10
日（
水
）

の
間
に
「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

「
所
得
状
況
届
」
は
障
が
い
の
状

態
を
確
認
す
る
「
有
期
再
認
定
請

求
」
と
は
別
の
手
続
き
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と

自
立
の
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
18

歳
ま
で
の
児
童
を
育
て
て
い
る
母

（
父
）、
ま
た
は
母（
父
）に
代
わ
っ
て

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

①
父
母
が
離
婚
し
た

②
母（
父
）が
死
亡
し
た

③�

母（
父
）が
政
令
で
定
め
る
重
い
障

が
い
が
あ
る

④
母（
父
）の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

⑤�

母（
父
）が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る

⑥�

母（
父
）が
法
令
に
よ
っ
て
１
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦�

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し

た
※�

母（
父
）・
養
育
者
ま
た
は
児
童
が

公
的
年
金
や
遺
族
保
障
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
き
や
子
ど
も
が

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

と
き
な
ど
を
除
き
ま
す
。

手
当
額
（
月
額
）

全
部
支
給　

４
万
１
０
２
０
円

一
部
支
給　

９
６
８
０
円
～
４
万
１

０
１
０
円

（
児
童
が
２
人
の
場
合
５
千
円
加
算
、

以
下
児
童
が
１
人
増
す
ご
と
に
３
千

円
加
算
）

※�

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が

あ
り
、
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る

と
き
は
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全

部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※�

手
当
額
は
毎
年
変
更
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

障
が
い
児
を
育
て
て
い
る
家
庭
を

援
護
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
育

て
て
い
る
母（
父
）、
ま
た
は
母（
父
）

に
代
わ
っ
て
児
童
を
育
て
て
い
る
人

※�

児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
や
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
と
き
な
ど
を
除
き
ま

す
。

手
当
額
（
月
額
）

障
が
い
の
程
度
が
定
め
ら
れ
た
次
の

基
準
に
相
当
す
る
場
合

１
級　

４
万
９
９
０
０
円

２
級　

３
万
３
２
３
０
円

※�

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
、
所
得
が
一
定
額
以
上

あ
る
と
き
は
、
手
当
の
全
部
が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

※�

手
当
額
は
毎
年
変
更
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が
い
児

福
祉
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

　

現
在
、
特
別
障
が
い
者
手
当
、
障

が
い
児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
３
期
（
６
月
分
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
６
月
25
日（
水
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※…各施設の休館日については
お問い合わせください。
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人
は
、
受
給
資
格
の
確
認
の
た
め
現

況
届
（
所
得
状
況
届
を
含
む
）
の
提

出
が
必
要
で
す
。
現
在
受
給
し
て
い

る
人
に
は
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、
提
出
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
手
当
が
差
し
止
め

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が
い
児

福
祉
手
当
に
つ
い
て
は
左
記
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

８
月
11
日（
月
）～
22
日

（
金
）

提
出
先　

健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
生

活
福
祉
課　

☎
㉕
１
２
１
６

老
人
医
療（
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
）の
申
請
を

　

現
在
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相

当
額
等
一
部
助
成
）
医
療
証
を
お
持

ち
で
な
い
65
歳
以
上
の
人
で
、
次
の

条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
条
件

①�

障
が
い
者
医
療
助
成
に
該
当
す
る

人
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
、
療
育
手
帳
重
度
な
ど
）

②�

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当

す
る
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

③�

精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の

治
療
を
受
け
て
い
る
人

④�

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
助
成
に
該
当

す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•

健
康
保
険
証

•

印
鑑

①
～
③
に
該
当
す
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
登
録

者
証
・
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）・
感
染
症
法
の
患
者
票
（
結

核
）
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

④
に
該
当
す
る
人

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
の
内
容

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
（
保

険
診
療
に
限
る
）
を
受
け
た
と
き
、

医
療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己

負
担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
福
祉
医
療
）

国
民
年
金

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所

の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
、
40
年
間
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
が
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
過
去
に
国
民
年
金
に

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
や
保
険
料
を

納
め
忘
れ
て
い
る
期
間
、
免
除
さ
れ

た
期
間
が
あ
る
た
め
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
人
や
、
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間（
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
を
合
わ
せ
て
原
則
と

し
て
25
年
以
上
必
要
）を
満
た
し
て

い
な
い
人
な
ど
は
、
申
し
出
に
よ
り

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
人
が

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

○
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
人
（
老
齢
基
礎
年
金

の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
人

は
除
く
）

○
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
65
歳
以

上
70
歳
未
満
の
人
（
昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
期
間
を
満
た
し
て
な
い
人
）

○
60
歳
未
満
の
老
齢
（
退
職
）
年
金

受
給
者

○
外
国
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
日
本
人

○
外
国
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
70

歳
未
満
の
日
本
人
（
昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
）

　

な
お
、
外
国
に
住
ん
で
い
る
人
の

加
入
手
続
き
や
保
険
料
の
納
付
に
つ

い
て
は
、
親
族
な
ど
の
協
力
者
が
本

人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
協
力
者
が
い
な
い
場

合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

国
民
年
金
保
険
料
の

後
納
制
度
に
つ
い
て

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
人
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保

険
料
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度

を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る

期
限
は
平
成
27
年
９
月
30
日（
水
）ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

※�

審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る

納
付
を
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　

�

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
次
の
番
号

　

☎
03（
６
７
３
１
）２
０
１
５

受
付
時
間

•
 

月
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

•
 

火
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※�

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
、
火
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
相

談
可
能
。

•
�

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時

※�

第
２
土
曜
日
以
外
の
土
曜
日
、
日

曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日（
月
）か

ら
平
成
27
年
１
月
３
日（
土
）ま
で

は
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※�

問
い
合
わ
せ
の
際
は
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
を
用
意
く
だ
さ
い
。

特別障がい者手当　月額 26,000円 障がい児福祉手当　月額 14,140円

支給
対象

満20歳以上の在宅の人で、身体または精
神に著しく重度で永続する障がい（知的
障がいを含む）があるため、日常生活に
常時特別の介護を要する人

満20歳未満の在宅の人で、身体または精
神に重度で永続する障がい（知的障がい
を含む）があるため、日常生活に常時の
介護を要する人

支給
制限

⑴　病院などに３か月を超えて入院して
いる人

⑵　施設に入所している人
⑶　�本人、配偶者、扶養義務者の所得が
一定額以上ある人

⑴　障がい年金などの障がいを支給理由
とする年金を受給されている人

⑵　施設に入所している人
⑶　�本人、配偶者、扶養義務者の所得が
一定額以上ある人

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受
付
は
10
月
１
日（
水
）ま
で
で
す
。

　

申
請
書
は
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
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保
　
　
険

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」・「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」に
つ
い
て

　

70
歳
未
満
の
人
で
、
入
院
お
よ
び

外
来
診
療
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
、
医
療
機
関
に
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
高
額
医
療

費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
と
ど

め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
外
来
診
療

で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い

る
場
合
は
、
個
々
の
医
療
機
関
で
限

度
額
を
超
え
た
場
合
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人
（
70
～
74
歳
の
人
も
含
む
）

が
入
院
す
る
と
き
は
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
る

と
と
も
に
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人

も
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日（
木
）ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月
以

降
も
必
要
な
場
合
は
再
度
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

•

認
印

•
�

村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

で
、
過
去
１
年
以
内
に
90
日
以
上

募
　
　
集

「
下
赤
阪
棚
田
の
歌
」募
集

　
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
選
定
15
年

な
ら
び
に
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

展
示
物
指
定
５
年
を
機
に
、
下
赤
阪

の
棚
田
や
棚
田
を
代
表
と
す
る
千
早

赤
阪
村
の
農
村
風
景
を
テ
ー
マ
に
し

た
歌
の
歌
詞
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

　

最
優
秀
作
品
に
は
曲
を
つ
け
、「
金

剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭

２
０
１
４
」
で
披
露
し
、
以
後
村
が

関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
間　

８
月
20
日（
水
）ま
で

応
募
資
格

①
千
早
赤
阪
村
に
在
住
、
在
勤
の
人

②�

千
早
赤
阪
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

（
出
身
者
、過
去
に
千
早
赤
阪
村
に

在
住
、在
勤
、
在
学
し
て
い
た
人
）

③�

①
ま
た
は
②
の
資
格
を
満
た
す
人

が
半
数
以
上
含
ま
れ
て
い
る
グ

ル
ー
プ

募
集
概
要　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

•
�

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
ま
た
は
Ａ

４
版
の
任
意
の
用
紙
を
使
用
し
、

作
品
（
タ
イ
ト
ル
、歌
詞
）、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

村
に
在
勤
の
場
合
は
勤
務
先
を
記

入
す
る
こ
と

入
院
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
そ

の
領
収
書
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

介
　
　
護

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

地
域
の
中
で
介
護
予
防
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

し
ま
す
。
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。
自
身
の
元
気
づ
く
り
、
村
の
元

気
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

日
程
お
よ
び
内
容

〈
講
義
〉
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

８
月
19
日（
火
）

〈
実
習
〉（
希
望
者
の
み
、
人
数
の

調
整
あ
り
）村
の
介
護
予
防
教
室「
ふ

れ
あ
い
元
気
教
室
」
に
参
加
し
、
介

護
予
防
や
参
加
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
方

法
を
学
び
ま
す
。

９
月
30
日
～
12
月
16
日
の
毎
週
火
曜

日
（
全
12
回
）

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人

費
用　

無
料

申
込
締
切　

８
月
15
日（
金
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

☎
�
０
０
６
９

９月５日（金）に
大阪880万人訓練を実施します。

携帯電話の訓練速報が一斉になります
　東日本大震災の際、地震発生時の判断と行動が生死を大きく分けました。災害発生時にきちんと行動するには、正確な
情報をいち早く知ることが大切です。この訓練は携帯電話の緊急メールの配信や防災行政無線など、さまざまな情報源か
ら災害情報を認識し、日ごろからいざという時に一人ひとりがどのように行動したら良いのかを考え、身を守る行動や避
難行動を実践する機会として大阪府全域で実施します。

　日時　９月５日（金）午前11時開始
　①午前11時 　防災行政無線の屋外スピーカーにより訓練開始をお知らせします。
　②午前11時03分頃　訓練用緊急地震速報メールが携帯電話に届きます。（大阪府全域）
　③午前11時30分頃　村より訓練用緊急速報メールが携帯電話に届きます。（村内）
　※�メール配信される携帯電話NTTドコモ（エリアメール）、au・ソフトバンク（緊急速報メール）
　※マナーモードでも着信音が鳴ります。
　※携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社に問い合わせください。

※�万が一、吹鳴テスト中に火災などが発生した場合は、直ちにテストを中止し、通常の方法でサイレンを鳴らします。

〈問い合わせ〉・府民お問合せセンター　
☎06（6910）8001　ＨＰ　大阪880万人訓練　検索
・総務課

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
５
期
（
８
月
分
）
の
納
期
限
は
、
９
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
８
月
25
日（
月
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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あ
る
小
学
校
で
、
４
年
生
の
授
業
を

見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

笑
顔
が
と
て
も
す
て
き
な
先
生
に
よ

る
、「
わ
た
し
と
さ
お
り
ち
ゃ
ん
」
と

い
う
読
み
物
教
材
を
使
っ
た
道
徳
の
授

業
で
し
た
。
教
材
の
あ
ら
す
じ
は
次
の

通
り
で
す
。

　

運
動
会
の
リ
レ
ー
選
手
に
選
ば
れ
た

わ
た
し
が
、
ク
ラ
ス
で
練
習
し
て
い
た

あ
る
日
の
こ
と
。タ
イ
ム
が
縮
ま
ら
ず
、

同
級
生
の
健
太
か
ら
「
だ
め
だ
な
。
第

一
走
者
な
ら
も
っ
と
速
く
走
れ
よ
。」

と
い
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
、

友
達
の
さ
お
り
ち
ゃ
ん
は
、「
気
に
し

な
い
で
ね
。」と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

わ
た
し
は
返
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
学
校

か
ら
の
帰
り
道
、「
リ
レ
ー
が
ん
ば
っ

て
ね
。
ぜ
っ
た
い
一
番
に
な
れ
る
よ
。」

と
い
う
さ
お
り
ち
ゃ
ん
の
言
葉
が
、
今

日
は
と
て
も
い
や
で
し
た
。

　

授
業
は
、先
生
が
さ
お
り
ち
ゃ
ん
役
、

児
童
が
わ
た
し
役
に
な
っ
て
行
う
模
擬

演
技
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
っ
た
か
わ
い
い
仕
草
の
先
生

の
演
技
に
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
和
や

か
な
雰
囲
気
が
広
が
り
ま
す
。
教
材
文

を
読
み
取
っ
て
、
さ
お
り
ち
ゃ
ん
の
気

持
ち
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
一
心
に
考
え
を
プ
リ
ン
ト
に
書

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
。「
わ
た
し
な
ら
ど
う

答
え
ま
す
か
。」
を
、
書
い
て
発
表
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。「
わ
た
し

な
ら
」
と
、
自
分
の
こ
と
に
引
き
寄
せ

考
え
る
こ
と
で
、
一
気
に
教
室
の
中
に

緊
張
が
走
り
ま
す
。
先
生
が
あ
る
児
童

の
前
に
し
ゃ
が
み
込
ん
で
、
真
剣
に
何

事
か
話
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
鉛
筆

を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
て
横
を
向
い
て
い
た

そ
の
子
が
、
書
き
始
め
ま
し
た
。

　

人
と
人
は
、
言
葉
に
し
て
気
持
ち
を

伝
え
合
い
、
心
を
通
い
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
深
い
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
。
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
つ
な
が
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
、
授
業
の

ね
ら
い
を
先
生
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
遊
ん
で
い
る
時
、
ぼ
く
も
、
友
だ
ち

に
話
し
か
け
る
と
、
む
し
さ
れ
た
事
が

あ
り
ま
す
。
…
そ
の
時
は
、『
い
や
だ

な
。』
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
そ
の
人

に
は
、『
何
で
さ
っ
き
む
し
し
た
ん
。』

と
は
、
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

が
ま
ん
す
る
の
は
き
び
し
か
っ
た
で

す
。」
先
生
が
話
し
か
け
た
児
童
が
書

い
た
感
想
で
す
。

　

無
視
さ
れ
て
悔
し
か
っ
た
。
で
も
、

そ
の
気
持
ち
を
言
葉
に
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
も
っ
と
悔
し
い
。そ
の
子
の「
が

ま
ん
」し
た「
本
当
の
思
い
」が
、「
わ
た

し
な
ら
」の
問
い
に
導
か
れ
、
言
葉
と

な
っ
て
教
室
の
中
に
ほ
と
ば
し
り
出
た

瞬
間
で
し
た
。

し
た
。

　

そ
し
て
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
人

権
を
省
み
ず
、
自
分
た
ち
の
地
域
か

ら
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
強
制
的
に
、

療
養
所
へ
送
り
込
む
、い
わ
ゆ
る「
無

ら
い
県
運
動
」
が
行
わ
れ
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
や
そ
の
家
族
に
大
き
な
苦

痛
と
苦
難
を
強
い
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
認

識
が
社
会
の
す
み
ず
み
ま
で
植
え
つ

け
ら
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
中

に
は
現
在
も
な
お
、
家
族
や
親
族
に

被
害
が
及
ぶ
の
を
恐
れ
、
そ
の
関
係

を
絶
っ
た
り
、
病
歴
を
隠
し
て
生
活

を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
や
名
誉
を
回
復

す
る
た
め
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の

解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
21
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
つ
と
と
も
に
、
差
別
や
偏
見
の
な

い
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
家
族
の
た
め

の
相
談
・
支
援
窓
口

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
06（
７
５
０
６
）９
４
２
４

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し
て

相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

村
と
村
人
権
協
会
で
は
、
人
権
に

•
�

応
募
資
格
②
の
人
は
村
と
の
ゆ
か

り
を
記
入
す
る
こ
と

•
�

応
募
資
格
③
で
応
募
す
る
場
合
は
、

団
体
名
、
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
住
所
、（
応
募
資
格
①
の
村

に
在
勤
の
人
は
勤
務
先
、
②
の
人

は
村
と
の
ゆ
か
り
）、
代
表
者
の

電
話
番
号
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
明
記
す
る
こ
と

•
�

地
域
振
興
課
へ
持
参
ま
た
は
左
記

の
提
出
先
へ
郵
送
す
る
こ
と

選
考
方
法　
「
金
剛
山
の
里　

棚
田

夢
灯
り
＆
収
穫
祭
２
０
１
４
」
実
行

委
員
会
で
選
考
す
る

賞
品　

最
優
秀
作
品
の
作
詞
者
に
は
、

棚
田
米
１
俵
（
60
㎏
）
を
授
与
す
る

〈
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

地
域
振
興
課

　

�

〒
５
８
５-

８
５
０
１
（
郵
便
番

号
だ
け
で
届
き
ま
す
）

人
　
　
権

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
！

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
っ

て
起
こ
る
感
染
症
で
す
が
、
感
染
す

る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
な
病
気
で
す
。

ま
た
、
治
療
す
る
こ
と
に
よ
り
障
が

い
を
残
す
こ
と
な
く
治
り
、
隔
離
を

必
要
と
し
な
い
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
国
に
よ
る
誤
っ
た
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
の
隔
離
政
策
が
明
治
40

年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
続
け
ら
れ
ま

つ
い
て
身
近
に
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
、
人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
村
内

在
住
者

募
集
期
間　

８
月
１
日（
金
）～
９
月

25
日（
木
）

応
募
方
法　

１
人
そ
れ
ぞ
れ
１
点
と

し
、
応
募
者
が
創
作
し
た
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
ど
を
使
用
し
た
作
品
は
審
査
の
対

象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

応
募
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
（
小
中
学
生
は
学
年
、
組
、

氏
名
）
を
作
品
裏
面
に
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
作
品
に
添
付
い
た
だ

い
た
個
人
情
報
は
、作
品
展
示
活
動
、

人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
に
使
用
す
る

以
外
、
他
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
人
権
）

　

７
月
末
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の

状
況
を
聞
き
取
り
に
ま
い
り
ま

す
。
村
の
調
査
地
区
は
、
小
吹

台
と
中
津
原
の
一
部
で
す
。
調

査
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、

調
査
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態

調
査
に
ご
協
力
を

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　

税
金
は
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
１
期
分
、
固
定
資
産
税
１
期
分
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
併
せ
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

固
定
資
産
税
２
期
分
の

納
税
は
７
月
31
日
ま
で
に

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
⑯

「
で
も
、
が
ま
ん
す
る
の
は
、

　
　
き
び
し
か
っ
た
で
す
。」
島
　
　
善
信（
大
阪
教
育
大
学
）
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夏
は
暑
い
日
が
続
き
、
体
も
疲
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
こ

そ
、
夏
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
夏
バ
テ
に
効
く
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
ま
す
。

「
夏
野
菜
の
塩
ス
ー
プ
」

〈
材
料
〉（
４
人
分
）

ミ
ニ
ト
マ
ト
…
８
個

た
ま
ね
ぎ
…
１
０
０
ｇ

に
ん
じ
ん
…
60
ｇ

イ
ン
ゲ
ン
…
40
ｇ

な
す
…
40
ｇ

ピ
ー
マ
ン
…
40
ｇ

オ
リ
ー
ブ
油
…
小
さ
じ
２

水
…
８
０
０
cc

酒
…
大
さ
じ
２

昆
布
…
１
枚

塩
…
小
さ
じ
１
／
２

こ
し
ょ
う
…
少
々

〈
作
り
方
〉

①�

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
湯
む
き
に
し
、

野
菜
は
粗
い
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②�

鍋
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱
し
、
た
ま

ね
ぎ
・
に
ん
じ
ん
を
弱
火
で
炒
め
、

た
ま
ね
ぎ
が
し
ん
な
り
し
た
ら
、

イ
ン
ゲ
ン
・
な
す
・
ピ
ー
マ
ン
を

加
え
て
炒
め
る
。

③�

②
に
水
・
酒
・
昆
布
を
加
え
、
弱

火
で
15
分
ほ
ど

　

煮
込
む
。

④�

③
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
加
え
、
昆
布

を
取
り
除
く
。

⑤
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味
を
調
え
る
。

　
�（

１
人
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
：

63
㎉
・
塩
分
：
1.2
ｇ
）

　

イ
ン
ゲ
ン
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
は
、
糖
質
の
代
謝
を
高
め
る
の

で
、
疲
労
物
質
が
身
体
に
た
ま
り
に

く
く
な
り
ま
す
。
身
体
の
だ
る
さ
や

疲
労
回
復
に
効
果
的
な
の
で
、
夏
バ

テ
を
防
ぎ
ま
す
。
た
ま
ね
ぎ
に
含
ま

れ
る
「
ア
リ
シ
ン
」
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
を
吸
収
し
や
す
く
し
ま
す
。
こ

の
ス
ー
プ
は
、
冷
蔵
庫
に
残
っ
て
い

る
野
菜
で
も
作
れ
ま
す
。
ス
ー
プ
に

す
る
こ
と
で
、
野
菜
に
含
ま
れ
る
栄

養
素
を
逃
す
こ
と
な
く
摂
取
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
は
、

千
早
赤
阪
村
農
産
物
直
売
所
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
家
の
皆

さ
ん
の
愛
情
が
こ
も
っ
た
安
心
・
安

全
で
お
い
し
い
旬
の
村
野
菜
を
、
ぜ

ひ
家
庭
の
食
事
に
取
り
入
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

健
　
　
康

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
お
知
ら
せ

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬

変
や
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
を

受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。　

検
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•

村
国
保
診
療
所（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•

村
国
保
千
早
診
療
所

•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

対
象　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①�

平
成
26
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る

人　
②�

平
成
26
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相

当
す
る
検
診
を
受
け
た
事
が
な
い

人
③�

平
成
26
年
度
の
特
定
健
診
な
ど
に

お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異
常
が
あ

る
人　
　
　
　

内
容　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　
　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

５
０
０
円
（
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

※�

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
健
康
福
祉
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

平
成
27
年
３
月
20
日

（
金
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関
へ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
40
歳
の
人
に
は
、
４
月

末
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
案
内
と

と
も
に
受
診
券
と
問
診
票
を
個
別
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
予
約
受
付
中

日
時　

８
月
28
日（
木
）・
29
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分
（
時
間

予
約
制
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性　

内
容　

超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定

･

結
果
説
明
と
栄
養
相
談･

保
健
相

談　定
員　

各
30
人
（
先
着
順
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
診
料　

６
０
０
円
（
４
月
１
日
現

在
70
歳
の
人
は
無
料
）

※�

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
健
康
福
祉
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

※�

予
約
を
し
た
人
に
は
検
診
日
の
２

週
間
前
頃
に
予
約
票
と
詳
し
い
案

内
を
送
り
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査

健
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関
（
富
田
林

歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診･

口
腔
内
診
査･

結
果

説
明

受
診
料　

無
料

申
込
期
間　

平
成
27
年
3
月
20
日

（
金
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電
話
で
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉　

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

焼
肉
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の

食
中
毒
に
ご
用
心
！

　

お
肉
を
原
因
と
す
る
食
中
毒
が
全

国
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

肉
の
加
熱
不
足
や
肉
の
生
食
、
箸

の
使
い
分
け
の
不
備
な
ど
が
原
因
で

よ
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

お
肉
に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
す
る

『
村
野
菜
、
食
べ
へ
ん
か
〜
？
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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た
め
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
保
健
所
衛

　

生
課　

☎
㉓
２
６
８
１

「
今
か
ら
始
め
る
！
健
康
力
up
術
」参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up（
ア
ッ
プ
）

す
る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る

食
事
や
運
動
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

健
康
力
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

９
月
18
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
術
」〈
調
理
実
習
〉

•

豚
肉
の
香
り
焼
き

•

レ
ン
コ
ン
サ
ラ
ダ
ご
ま
風
味

•

長
芋
と
ト
マ
ト
の
中
華
ス
ー
プ

日
時　

９
月
25
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先

着
順
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
の
人
は
１
５
０
円
）

※�

調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０

０
円
が
必
要
で
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

け
ん
こ
う
り
ょ
く
ア
ッ
プ

＊個別検診は、必ず事前に保健センターへの申し込みが必要です。
＊申し込みされた人には保健センターから受診票などを送付します。
〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（健康）☎720069（直通）・720081（代表）

平成26年度　がん検診のお知らせ
★８月分は４月から、９・10月分は６月から申込受付を開始しています。
【集団検診】実施場所：保健センター　※定員になり次第締め切ります。

日曜日検診もあります！

＊検診は、すべて予約制となります。
＊検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
＊予約をされた人には検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送ります。
＊検診日に介助の必要な人は相談ください。
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割５分程度です。当日受付で支払ってください。
　（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。健康福祉課へ事前に申し出てください）

【個別検診】実施場所：村指定医療機関（富田林医師会管内産婦人科）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

検 診 日 ９月11日（木）・10月３日（金）・26日（日）の午前  
当 日 受 付 時 間 午前８時30分～11時
対 　 　 象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年度に１回
定  　  員 各50人

内   　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査
〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影・（喀痰検査は必要者のみ実施）

受  診  料 〈胃がん〉1,000円　　　　　　　　〈大腸がん〉300円
〈肺がん ･結核〉600円（肺がん喀痰検査別途500円：喀痰提出時徴収）

※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳
が
ん
検
診

検  診  日 ８月５日（火）・９月７日（日）・10月16日（木）の午前

当 日 受 付 時 間

〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時
※９月７日（日）のみ午後あり
　（〈40歳代〉午後12時45分〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分）
※時間帯予約制です。

対 　 　 象

受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）
※次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　•39歳以下の人　•妊娠中または妊娠の可能性のある人　•授乳中の人
　•心臓ペースメーカーを装着している人　•豊胸術をしている人

定 　   員 〈40歳代〉７人　　〈50歳以上〉22人
内 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
受  診  料 1,100円
受診できる回数 ２年（年度）に１回

子
宮
頸
が
ん
検
診

検  診  日 ８月５日（火）・10月16日（木）の午後
当 日 受 付 時 間 午後１時30分～３時

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
定 　   員 各27人
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）
受  診  料 1,000円

乳
・
子
宮
頸
が
ん

セ
ッ
ト
検
診

検  診  日 ８月５日（火）・10月16日（木）の午後

当 日 受 付 時 間 〈40歳代〉午後12時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
※時間帯予約制です。

定 　 　 員 〈40歳代〉６人　　〈50歳以上〉22人
内　容・対　象 上記参照
受  診  料 2,100円

子
宮
頸
が
ん
検
診

検 診 実 施 期 間 ５月１日（木）～平成27年２月28日（土）まで

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）
受  診  料 1,000円

1

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今
日
の
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
大
阪
空
襲
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

８
月
２
日（
土
）～
７
日（
木
）
場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

費
用　

無
料
〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催
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催
　
　
し

第
２
回「
知
っ
て
い
る
？
不
思
議
な

コ
ウ
モ
リ
の
観
察
会
」

日
時　

８
月
29
日（
金
）
午
後
５
時

45
分
～
８
時
ご
ろ

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
周
辺

内
容　

コ
ウ
モ
リ
探
知
機
（
コ
ウ
モ

リ
の
超
音
波
を
人
間
の
耳
に
聞
こ
え

る
よ
う
に
す
る
機
械
）
を
使
っ
て
コ

ウ
モ
リ
の
出
す
超
音
波
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

定
員　

30
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

費
用　

３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
、

未
就
学
児
無
料
）

※
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

懐
中
電
灯
、
虫
除
け
ス
プ

レ
ー

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で

左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
役
場
、く
す
の
き
ホ
ー
ル
、

小
吹
台
連
絡
所
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
ま
す
。
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

受
付　

８
月
４
日（
月
）
午
前
９
時

～
22
日（
金
）
午
後
５
時
必
着
（
先

着
順
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

地
域
振
興
課　
　

�
１
８
８
０

　

〒
５
８
５-

８
５
０
１

　

水
分
１
８
０
番
地

夏
休
み
映
画
会

『
カ
ー
ル
じ
い
さ
ん
の
空
飛
ぶ
家
』

　
　
　
　
　
　
（
上
映
時
間��

96
分
）

　

78
歳
の
カ
ー
ル
じ
い
さ
ん
は
、
最

愛
の
妻
と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
、

パ
ラ
ダ
イ
ス
の
滝
め
ざ
し
て
、
無
数

の
風
船
を
結
び
付
け
大
空
へ
！

　

果
て
な
き
可
能
性
の
あ
る
人
生
の

素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
ハ
ー
ト

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
！

日
時　

８
月
６
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議

室定
員　

50
人

費
用　

無
料

※�

上
映
の
前
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

み
な
み
か
わ
ち
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

第
１
回「
初
秋
の
古
市
古
墳
群

か
ら
道
明
寺
天
満
宮
を
巡
る
」

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
今
な

お
残
る
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
古
墳
、

社
寺
、
文
化
遺
産
な
ど
を
訪
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
７
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

※
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈８月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

２ 土 午後５時～８時予定 石川保育園（河南町一須賀76） 夏祭り
５ 火 午前10時～ 小吹台第１ちびっこ広場 ニコニコタイム（雨天中止）
６ 水 ★ 午前10時30分～11時

地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定
７ 木 午前10時～10時30分 げんき親子体操

８ 金 ★ 午前11時～ 流しそうめん
（費用　１組300円）

19 火 午前10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）
21 木 午前10時～ 地域子育て支援センター ボディペインティング

26 火 ★ 午前10時～11時 アクアセンター内ゴロゴロ広場 バスでおでかけ
（費用　バス代200円）

28 木 午前10時～ 地域子育て支援センター ニコニコタイム（雨天中止）
今月の一押し　�　屋上プールあそび　�保育園の屋上にある乳児用プールで一緒に水遊びをしましょう。水着とタオルを持ってきてください。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。
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受
付　

布
忍
神
社
（
近
鉄
南
大
阪
線

布
忍
駅
下
車
徒
歩
約
５
分
）

午
前
９
時
30
分
～
10
時

※
事
前
申
込
不
要

費
用　

無
料
（
拝
観
料
な
ど
は
自
己

負
担
）

コ
ー
ス　

布
忍
駅
下
車
…
布
忍
神
社

（
ス
タ
ー
ト
）
→
市
民
運
動
広
場
→

岡
の
大
師
堂
→
竹
内
街
道
→
丹
治
は

や
プ
ラ
ザ
→
峯
ヶ
塚
古
墳
→
野
中
寺

→
仲
哀
天
皇
陵
→
葛
井
寺
→
藤
本
酒

造
醸
→
応
神
天
皇
陵
→
大
鳥
塚
古
墳

→
仲
姫
皇
后
陵
古
墳
→
道
明
寺
天
満

宮
（
ゴ
ー
ル
）
…
最
寄
駅　

近
鉄　

道
明
寺
駅

全
行
程
徒
歩
約
13
㎞

参
加
特
典

•

参
加
賞
（
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

•
�

完
歩
賞
（
シ
リ
ー
ズ
全
３
回
を
完

歩
し
た
人
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

華
や
い
で
大
阪・南
河
内
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
協
議
会
事
務
局
（
河
南

町
ま
ち
創
造
部
環
境
・
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
内
）

　

☎
�
２
５
０
０

一
般
開
放

プ
ー
ル
一
般
開
放

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
か
ら

次
の
と
お
り
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し

ま
す
。

期
間　

８
月
１
日（
金
）～
31
日（
日
）

午
前
の
部　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

45
分

午
後
の
部　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

※�

休
館
日
（
月
曜
日
）
は
一
般
開
放

を
し
ま
せ
ん
。

利
用
料
金　

小
中
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
　
　

大
人　
　
　

２
５
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
未
満　
　

無
料

備
考

•
�

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
見
学
の
場
合
も

利
用
料
が
必
要
で
す
。

•
�

水
泳
キ
ャ
ッ
プ
の
着
用
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

•
�

幼
児
・
低
学
年
の
利
用
は
、
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　

タ
ー　

☎
�
７
１
８
３

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑯

宅
配
便
だ
と
思
っ
て
ド
ア
を
開
け
る

と
新
聞
勧
誘
だ
っ
た

　
「
お
届
け
も
の
で
す
」
と
声
が
し

た
の
で
、
郵
便
か
宅
配
便
と
思
っ
た

家
族
が
ド
ア
を
開
け
た
ら
、
新
聞
勧

誘
で
し
た
。
態
度
も
強
引
で
、
何
度

も
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
立
ち
去

ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
何
と
か
な
り
ま

せ
ん
か
？

　

目
的
を
偽
っ
て
ド
ア
を
開
け
さ
せ
、

勧
誘
す
る
こ
と
は
、
特
定
商
取
引
法

の
違
反
行
為
に
当
た
り
ま
す
。
退
去

を
求
め
て
も
立
ち
去
ら
な
い
場
合
、

警
察
に
通
報
す
る
な
ど
の
対
応
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
根
負
け
し
て
望
ま
ぬ

契
約
を
し
て
も
あ
き
ら
め
ず
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
活
用
も
考
え
ま
し
ょ

う
。

迷
惑
勧
誘
・
不
退
去
に
は

　

特
定
商
取
引
法
で
は
、
消
費
者
が

「
契
約
し
な
い
、
帰
っ
て
欲
し
い
」
と

い
う
意
思
を
示
し
た
場
合
、
事
業
者

は
引
き
続
き
勧
誘
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
勧
誘
に
先
立
っ
て

事
業
者
名
・
販
売
目
的
を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
を

偽
っ
て
ド
ア
を
開
け
さ
せ
る
の
は
言

語
道
断
で
す
。

　

自
宅
な
ど
の
敷
地
内
か
ら
退
去
を

求
め
て
も
事
業
者
が
立
ち
去
ら
な
い

場
合
、
刑
法
の
不
退
去
罪
（
第
１
３

０
条
）
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
の
対
応

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者

側
も
ド
ア
を
開
け
る
前
に
は
相
手
の

確
認
を
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
な

ど
を
活
用
し
、
安
易
に
玄
関
内
に
踏

み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
備
え
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

最
近
は
、
録
音
・
録
画
機
能
の
付

い
た
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー

ダ
ー
、
家
庭
用
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
も
普

及
し
て
お
り
、
迷
惑
勧
誘
や
、
退
去

し
な
い
証
拠
を
残
し
て
お
く
な
ど
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

不
本
意
な
契
約
は
取
り
消
し
を

　

根
負
け
し
て
不
本
意
な
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、「
契
約
書

を
受
け
取
っ
た
日
」
を
含
め
８
日
間

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ
る
無
条

件
解
約
が
で
き
ま
す
。ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
期
間
が
経
過
し
た
場
合
で
も
、

勧
誘
方
法
に
問
題
が
あ
る
な
ど
の
条

件
が
そ
ろ
え
ば
、
解
約
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
消
費
者
が
事
業
者
に

契
約
し
な
い
旨
を
告
げ
、
退
去
を
求

め
て
も
帰
ら
な
い
な
ど
で
契
約
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、
消
費
者
契
約
法
の

不
退
去
（
第
４
条
第
３
項
１
号
）
で

契
約
の
取
消
が
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

納
得
が
い
か
な
い
と
き
は
、
早
め

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

　

ご
芳
志
は
、
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

尾
谷　

行
雄　

様

　
　
　
　
　
　
（
小
吹
７
７
６
）

３
万
円

母
、
百
歳
の
内
祝
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
人
事
財
政
課

寄
　
附
（
一
般
）

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間

◆
一
般
書

決
断　
　
　
　
　
　
　
（
小
杉
健
治
）

盲
目
的
な
恋
と
友
情　
（
辻
村
深
月
）

虚
ろ
な
十
字
架　
　
　
（
東
野
圭
吾
）

下
戸
は
勘
定
に
入
れ
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
澤
保
彦
）

平
凡　
　
　
　
　
　
　
（
角
田
光
代
）

利
休
の
茶
杓　
　
　
　
（
山
本
兼
一
）

夫
婦
の
ル
ー
ル

　
　
　
　
（
三
浦
朱
門
・
曽
野
綾
子
）

岳
飛
伝
９　
　
　
　
　
（
北
方
謙
三
）

戌
玄
の
追
風　
　
　
　
（
山
本
一
力
）

ロ
ー
マ
で
消
え
た
女
た
ち

　
　
　
（
ド
ナ
ー
ト
・
カ
ッ
リ
ー
ジ
）

シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
子
供
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
井
戸
潤
）

人
間
に
と
っ
て
成
熟
と
は
何
か　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
野
綾
子
）

人
は
死
な
な
い　
　
　
（
矢
作
直
樹
）

皇
后
美
智
子
さ
ま
の
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
野
光
雅
）

暮
し
の
ヒ
ン
ト
集
３　
　
　
　
　

古
布
の
手
作
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
帖

フ
リ
マ
に
バ
ザ
ー
に
す
ぐ
に
作
れ
る

簡
単
か
わ
い
い
布
小
物

人
気
店
の
創
作
料
理
＋
ド
リ
ン
ク

◆
児
童
書

動
く
！
遊
べ
る
！

　
　
　
　

小
学
生
の
お
も
し
ろ
工
作

チ
ビ
魔
女
チ
ャ
ミ
ー
と

　
　
　
　
　

お
ば
け
の
パ
ー
テ
ィ
ー

紙
芝
居　

き
つ
ね
の
盆
お
ど
り

【
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
】

祈
り
の
幕
が
下
り
る
時（
東
野
圭
吾
）

働
か
な
い
の　

れ
ん
げ
荘
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
群
よ
う
子
）

プ
リ
ズ
ム　
　
　
　
　
（
百
田
尚
樹
）

も
う
一
枝
あ
れ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

昨
夜
の
カ
レ
ー
、
明
日
の
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
皿
泉
）

雪
ま
ろ
げ　
　
　
　
（
宇
江
佐
真
理
）

今
月
の
新
刊
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上
下
水
道

給
水
管
洗
浄
の
訪
問

販
売
に
ご
注
意
！

　
「
給
水
管
を
無
料
で
洗
浄
し
ま
す
。」

「
給
水
管
の
清
掃
点
検
に
来
ま
し
た
。」

「
赤
水
の
検
査
に
来
ま
し
た
。」
な
ど

と
言
っ
て
、
訪
問
販
売
を
行
っ
て
い

る
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

村
で
は
、
給
水
管
洗
浄
作
業
の
勧

誘
な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
工
事
や
修
繕
を
依
頼

す
る
場
合
は
、
村
指
定
工
事
業
者
で

見
積
も
り
を
求
め
て
、
工
事
内
容
や

料
金
を
確
認
し
て
か
ら
施
工
し
て
く

だ
さ
い
。

　

村
が
業
者
に
委
託
し
て
行
う
業
務

と
し
て
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
行
う

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
義
務
（
費
用

は
村
負
担
）
が
あ
り
ま
す
。

　

村
の
委
託
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
身
分
証
を
携
帯
さ
せ
て
い
ま
す

の
で
、
不
審
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

身
分
証
の
提
示
を
求
め
、
委
託
業
者

か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課　

　
　

　

そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

「
土
砂
災
害
防
止
法
」に
基
づ
く

基
礎
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
時
の
警
戒
避
難
体
制
づ

く
り
や
開
発
な
ど
に
よ
る
立
地
抑
制

な
ど
に
役
立
て
る
た
め
、「
土
砂
災

害
防
止
法
」
に
基
づ
き
、
土
石
流
や

が
け
崩
れ
が
発
生
し
た
時
に
被
害
が

及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
土
地
の
範
囲
を
大

阪
府
で
調
査
し
ま
す
。
調
査
期
間
は

８
月
～
平
成
27
年
２
月
で
す
。

　

調
査
に
伴
い
、
住
宅
地
や
個
人
の

山
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
現
地
に

府
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
指
定
し
た
箇
所
は

大
阪
府
富
田
林
土
木
事
務
所
ま
た
は

村
地
域
振
興
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
、
汎
用
検
索
サ

イ
ト
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

「
大
阪
府
土
砂
災
害
防
止
法
」
で
検

索
→
「
新
着
情
報
」
→
「
富
田
林
土

木
事
務
所
」
→
「
調
査
予
定
箇
所
」

→
「
千
早
赤
阪
村
」

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
富
田
林
土

　
�

木
事
務
所
建
設
課
河
川
砂
防
グ

ル
ー
プ　

☎
㉕
１
１
３
１

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

献　
　

血

　

愛
の
献
血
（
７
月
８
日
）
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
数　

45
人　

　

今
後
と
も
地
域
献
血
に
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

赤
十
字
募
金

　

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
国
際
活

動
、
医
療
、
血
液
事
業
、
福
祉
事
業

な
ど
の
幅
広
い
事
業
に
活
用
さ
れ
る

赤
十
字
募
金
に
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
総
額　

79
万
５
６
７
９
円

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
石
橋　

幹
夫（
吉
年
１
２
６
番
地
）

　

10
万
円

　

亡
母　

キ
ミ
子
氏
の
供
養
と
し
て

◎
植
野　

秀
一（
森
屋
９
５
４
番
地
）

　

１
万
円

　

亡
母　

ハ
ツ
子
氏
の
供
養
と
し
て

『
福
祉
の
つ
ど
い
』を
開
催

　

社
協
で
は
、
村
内
の
地
域
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
る
、
地
区
福
祉
委
員

お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
対
し
、

８
月
か
ら
使
用
区
域
が
拡
大

○ 

拡
大
区
域
は
、
水
分
地
区
の

一
部
で
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

　

下
水
道
が
使
え
る
区
域
で
、
汚

水
が
発
生
す
る
家
屋
や
工
場
な
ど

の
所
有
者
は
、
下
水
道
法
で
接
続

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
水
洗
化
を
し
よ
う

３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域

内
で
く
み
取
り
式
便
所
を
使
用
さ

れ
て
い
る
人
は
、
法
律
で
３
年
以

内
に
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
、
風
呂

や
台
所
な
ど
か
ら
出
る
雑
排
水
と

と
も
に
下
水
道
に
流
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄
化
槽
を

使
用
さ
れ
て
い
る
人
は
速
や
か
に

排
水
設
備
工
事
の
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
（
雨
水
は
除
く
）。

　

改
造
工
事
を
実
施
さ
れ
る
場
合

は
、
村
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

水
洗
便
所
改
造
の
無
利
子
貸
付
制

度
の
活
用
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域

で
は
、
水
洗
化
の
改
造
工
事
が
行

わ
れ
、
下
水
道
の
使
用
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

く
み
取
り
便
所
を
改
造
し
た
人

か
ら
は
、悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、

大
変
快
適
に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
改
造
工
事
の
と
き

の
、
皆
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
と
水

洗
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、
無
利

子
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
利
子
貸
付
制
度
を
利
用
さ
れ

る
人
は
、
連
帯
保
証
人
（
大
阪
府

内
に
居
住
）
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
貸
し
付
け
の
対
象
と
な

る
の
は
、
下
水
道
の
使
用
区
域
に

な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
改
造
工

事
を
す
る
場
合
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

（図：水分地区の一部）

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

下
水
道

下
水
道

下
水
道

下
水
道
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地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
の
意
義

や
必
要
性
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
山
間
地
域
の
資
源

を
活
用
し
、
高
齢
者
が
元
気
に
活
躍

す
る
姿
の
事
例
報
告
を
講
演
会
形
式

で
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

対
象　

地
区
福
祉
委
員
、
村
内
登
録

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
他
各
種
団
体

な
ど

内
容

•

表
彰

•
 

講
演　
『
人
は
誰
で
も
主
役
に
な

れ
る
～
居
場
所
と
出
番
作
り
～
』

講
師　

㈱
い
ろ
ど
り　

代
表
取
締
役

社
長　

横
石　

知
二　
氏

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・
障

が
い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
募
集

～
あ
な
た
の
素
直
な
気
持
ち
を
伝
え

ま
せ
ん
か
？
～

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の

心
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
綴
っ
た
作

文
や
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
促
進

す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
者
に
は
賞
状
な
ど
を
贈
り
ま

す
。

作
文　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙（
縦
書
き
）

小
・
中
学
生
は
２
～
４
枚

高
校
生
・
一
般
は
４
～
６
枚

（
点
字
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
応
募
も

可
能
）

ポ
ス
タ
ー

Ｂ
３
画
用
紙
ま
た
は
四
つ
切
り
サ
イ

ズ
画
用
紙
（
縦
長
の
み
）

小
・
中
学
生
の
み

募
集
期
間　

９
月
３
日（
水
）ま
で

応
募
方
法　

次
の
あ
て
先
へ
郵
送

（
９
月
３
日
の
当
日
消
印
ま
で
有
効
）

ま
た
は
持
参
（
土
・
日
・
祝
日
は
持

参
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

〈
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
４
０-

８
５
７
０

　

�
大
阪
府
福
祉
部
障
が
い
福
祉
室
障

が
い
福
祉
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

　

�

☎
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１
（
内

線
６
２
７
１
）

　
　

06（
６
９
４
２
）７
２
１
５

大
阪
府
金
融
広
報
委
員
会
か
ら

金
融
・
経
済
講
演
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

９
月
18
日（
木
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　

大
阪
銀
行
協
会
７
階
大
会
議

室（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
３-

３-

５
）

対
象　

府
民
一
般

演
題　
「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き

た
い　

社
会
人
と
し
て
の
お
金
の

『
常
識
』
と
失
敗
し
な
い
た
め
の
『
定

跡
』
～
金
融
経
済
教
育
の
重
要
性
と

資
産
運
用
の
基
本
に
つ
い
て
～
」

講
師　

Ｆ
Ｐ
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
＆
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社　

代
表
取

締
役　

神か
ん

戸べ　

孝　
氏

定
員　

２
０
０
人

費
用　

無
料

申
込
方
法　

次
の
記
載
事
項
を
明
記

の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左

記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項　

①
９
月
18
日
②
郵
便
番

号
③
住
所
④
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
⑤

年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
質
問
事
項
（
あ

る
人
の
み
）
⑧
こ
の
講
演
会
を
何
で

知
り
ま
し
た
か
？

※�

応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
当
委
員

会
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
ま
す

（
当
講
演
会
入
場
券
の
作
成
・
発

送
、
照
会
対
応
に
利
用
し
ま
す
）。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

日
本
銀
行
大
阪
支
店
内
大
阪
府
金

融
広
報
委
員
会
事
務
局

　

〒
５
３
０-

８
６
６
０　

　

大
阪
市
北
区
中
之
島
２-

１-

45

　

�

☎
06（
６
２
０
６
）７
７
４
８

　
　

06（
６
２
３
３
）６
０
８
０

里
親
相
談
会

～
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
～

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で

親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
自

身
の
家
庭
に
迎
え
て
育
て
て
く
れ
る

人
の
こ
と
で
す
。

　

里
親
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も

達
が
い
ま
す
。
里
親
の
話
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

８
月
26
日（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

か
な
ん
ぴ
あ　

お
や
こ
園

（
子
育
て
セ
ン
タ
ー
）

主
催

•
�

大
阪
里
親
連
合
会
富
田
林
支
部

（
河
南
つ
つ
じ
会
）

•
�

大
阪
府
富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
富
田
林
子

　

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
里
親
担
当
）

　

☎
㉕
１
１
３
１　
　

㉕
１
１
７
３

２
０
１
４
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト

日
程　

８
月
31
日（
日
）

開
場　

午
後
１
時
30
分

開
演　

午
後
２
時　
　

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

出
演　

千
早
赤
阪
村
立
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
大
阪
狭
山
市
吹
奏
楽
団

※�

会
場
座
席
数
は
３
０
０
席
で
す
。

満
席
に
な
っ
た
場
合
、
入
場
を
お

断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
解
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
立
中

　

学
校
（
矢
倉
）
☎
�
０
０
０
４

社
会
参
加
促
進
活
動「
ぼ
ー
け
ん

じ
ま
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
ぼ
ー
け
ん
じ
ま
」は
、
障
が
い
の

あ
る
人（
主
に
知
的
障
が
い
）の
社
会

参
加
を
支
援
す
る
活
動
で
す
。
皆
さ

ん
の
元
気
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　

毎
月
１
、２
回
（
日
曜
日
）

対
象　

年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

内
容　

外
出
活
動
な
ど
の
付
き
添

い
・
補
助
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

な
ど

助
成　

集
合
場
所
か
ら
解
散
場
所
ま

で
の
交
通
費
な
ど
（
昼
食
代
は
原
則

自
費
）

受
付　

随
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ー
る（
長
澤
）

　

〒
５
８
４-

０
０
３
２

　

�

富
田
林
市
常
盤
町
５-

12
シ
バ
ノ

ビ
ル
２
階

　

☎
⑳
６
５
７
５　
　

�
３
１
１
３

　

E-m
ail

　

are.206575@
sfj-osaka.net

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
へ
は

公
共
交
通
機
関
で

　

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、

お
盆
期
の
間
は
、
来
場
者
が
集
中
し

相
当
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
で
来
場
さ
れ
ま
す
と
駐
車

場
が
満
車
で
入
場
で
き
ず
、
手
続
き

の
締
切
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
を
除
く
）

更
新
受
付
時
間　

即
日
交
付　

午
前

８
時
45
分
～
午
後
２
時
30
分

※�

午
後
２
時
30
分
以
降
の
受
け
付
け

は
後
日
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

最
寄
駅　

泉
北
高
速
鉄
道
「
光
明
池

駅
」
か
ら
徒
歩
５
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉
光
明
池
運
転
免
許

　

試
験
場　
☎
０
７
２
５
�
１
８
８
１
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防犯功労者に感謝状
　６月24日、平成26年度富田警察署管内防犯協議会が、
富田林市市民会館で開催されました。長年、防犯活動
に努められている矢倉美代子さんに感謝状が贈られま
した。

　５月26日、富田林警察署で富田林警察署長から感謝
状が贈呈されました。新田寛さんは長年にわたり地域
防犯活動に取り組まれるとともに、富田林警察署管内
防犯協議会副会長として安全で平穏なまちづくりに寄
与されました。

寄　　贈
　６月17日、杉田一博さんから中学校にサッカーボール
とバレーボール（計８個）が寄贈されました。
　このボールは、４月20日にすばるホールで開催された
「昭和58年度　富田林・河南・太子・千早合同三十路式」
で出席者から募った募金により、各出身中学校へ体育用
具を寄贈する目的で購入されたものです。

千早赤阪村安全まちづくり大会
　７月６日、村と富田林警察署主催による「千早赤阪村安全まちづくり大会」をくすのきホールで開催しました。
　この大会は、４月に村防犯まちづくり条例が制定されたことを記念して開催したものです。
　当日は、地域で活躍する警察官の紹介のほか、大阪芸術大学の学生による振り込め詐欺被害防止の防犯劇、大阪
府警察本部安全指導班による防犯教室、千早地区出身歌手の千早龍成さんによる演歌独唱、大阪府警察音楽隊とカ
ラーガード隊による「ふれあいコンサート」など盛りだくさんの内容で、来場した約250人の観客の防犯意識を高め
ました。

▲地域で活躍する警察官の紹介 ▲千早　龍成さん
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森屋　 菊  井 　 雅  也 くん
＜19歳　しし座＞

MasayaKikui

近況は・・・
　「樹脂素材応用製品」のメーカー、株式会社カ
ツロン八尾工場で押出成形の仕事をしています。
趣味は・・・
　友達などとスノーボードやドライブに行くこ
とです。
　もちろん建水分神社の秋祭りも大好きです。
夢は・・・
　高校を卒業し入社２年目なのでかなり先の夢
ですが・・・年収１千万円
最近、楽しいと思ったことは・・・
　会社の全社員が顔を合わせる「納会」で北海
道に行って、登別温泉で温泉に入り、サッポロ
ビール園でジンギスカンを食べたことです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　生活をするには不便な村ですが、地元民がた
くさん村に残って思いやりのある元気な村にな
ればと思います。
次号は・・・
　村立赤阪小学校と村立中学校の同級生の浅井
海さんです。
浅井さんへメッセージを・・・
　またみんなで集まってバーベキューしましょ
う！！

兄の一希が７歳、左が僕で５歳、妹の麻
由が４か月の時に撮った写真で、当時は
小吹台に住んでいました。

	小吹台　いのうえ　さや　ちゃん
（　井　上　　菜　埜　）

　　　　　　　　　　　　　　平成23年11月29日生まれ

　いのうえ　みなと　ちゃん
（　井　上　　湊　浬　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年11月６日生まれ
素直で明るく元気な女の子になってください。

　父・昌憲さん、母・葵さん

273
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

※ 村国保診療所・村国保千早診療所は、８月13日（水）から15日（金）まで休診します。ご迷
惑をおかけしますが、ご了承ください。

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療
内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について
•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎720038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎740240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　類 実施日 受付時間 備　　考

富
田
林
保
健
所　

☎
㉓
２
６
８
１

こころの健康相談 予約制 9：30～12：15
13：00～17：00 電話で問い合わせください。

エ イ ズ に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】第1･3水曜日 13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料で、そのほか手数料が
必要な場合あり。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】 第3水曜日 9：30～10：30 電話で予約必要（先着順、無料）。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第1･3火曜日 10：00～11：00

（対象）•妊娠を希望する女性
•妊娠を希望する女性の配偶者
•妊娠している女性の配偶者  

※ 妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚の
場合は保護者同伴のこと

飲用水 ･ 井戸水検査 毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。電話で予約必要。

（予約先：藤井寺保健所 検査課☎072-952-6165）
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：00～12：15
13：00～17：30

例えば、「診療において充分な説明がなく不
安」「○○科のある病院を教えて欲しい」など
医療機関に関する相談を受けています。

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

８月４日・11日・
18日・25日・
９月１日・８日㈪

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

８月20日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前の乳
幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの乳幼児
と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分 １歳頃までの乳幼児の家族

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 ８月８日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題など
法律相談を希望する人
（同日に身体やこころの相
談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） ８月26日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など相
談を希望する人

個 別 健 康 栄養相談 ８月22日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善し
たい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

健康審査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

８月１日（金）・
５日（火）・８日（金）
12日（火）・15日（金）
19日（火）・22日（金）
26日（火）・29日（金）
９月２日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

８月６日（水）
９月３日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

８月14日（木）
　　28日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ８月21日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ８月27日（水）

各地区ミゼット車 ８月18日（月）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ８月28日（木）予定

千早、東阪、中津原 ８月29日（金）予定

心配ごと ８月７日（木）・９月４日（木）

児　　童 ８月７日（木）・９月４日（木）

行　　政 ８月７日（木）・９月４日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課
（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,802人（－８）
　男　　2,758人（－３）
　女　　3,044人（－５）
世帯数　2,374戸（＋６）

６月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう


